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現状の貯蔵状況及びタンク増設計画

現状（８月２１日現在）の滞留水処理水の貯蔵量は約１９万ｍ３であり、
タンクの貯蔵容量は約２２万ｍ３となっている。

現在、順次タンクを増設しており、本年１１月末までに約３２万ｍ３まで
貯蔵容量を増加させる予定である。

また、今後、平成２５年上期までに約４０万ｍ３まで貯蔵容量を増加さ
せる予定である。

394,100※80,000※93,000※221,100189,327合 計

58,000－54,0004,0000地下貯水槽

9,500－－9,5005,590濃縮廃液貯水槽

295,20080,00039,000176,200164,459濃縮水受タンク等

31,400－－31,40021,345淡水受タンク

容量合計
（増設後）

計画中
（H8,G3）

増設中
貯蔵容量

（８月２１
日現在）

貯蔵量
（８月２１日

現在）

※ 計画量であり、貯蔵容量は変更となる。
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滞留水処理水発生量シミュレーション

１．処理水発生量
原子炉注水量、地下水流入量、多核種除去装置処理量より滞留水処理水の発生量に

ついて評価を実施。また、評価は今後実施予定の地下水バイパスによる地下水流入量
の抑制効果（注）の有無の２ケースについて実施した。
ケース１：地下水バイパス効果あり（400→300t/d）
ケース２：地下水バイパス効果なし（400t/d）

２．処理水貯蔵
処理水のタンク貯蔵については多核種処理装置運転に伴い発生する濃縮塩水受けタン

クの「空タンク」への貯蔵を行うことを想定し、現段階のタンク増設計画に基づき評価を実
施。

＜評価条件＞
・炉注水流量 ：約560ｔ/d（一定）
・地下水流入量 ：約400ｔ/d（～H25.3）、約300ｔ/d（H25.4～）
・多核種除去装置：約500ｔ/d（２系列稼働率100％H24.10～H25.3）

約560ｔ/d（３系列稼働率75％H25.4～）
・多核種除去装置処理による薬液増加量：処理量×0.1
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地下水流入量：H24/6～H25/3 400m3/日、 H25/4～ 300m3/日
ALPS処理量：H24/9～H25/3 500m3/日、H25/4～ 560m3/日

ケース１ （地下水BP効果あり）
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＜注＞地下水バイパス開始時の建屋水
位調整に伴う滞留水処理量増加を
考慮
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ケース２ （地下水BP効果なし）

地下水流入量：400m3/日
ALPS処理量：H24/9～H25/3 500m3/日、H25/4～ 560m3/日
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タンク増設計画について
 Ｈ８，Ｇ３エリア（約80,000m3）の地盤調査及び処理水移送ルートの調査を行い、タ

ンク増設に係る詳細スケジュールを策定するとともに、H24年度下期からタンク増
設工事を実施していく。

 タンク増設スペースの確保及び放射性廃棄物（余剰タンク）削減の観点から多核
種除去装置処理により空タンクとなったＲＯ濃縮水受タンクに処理水を貯留するこ
とでＲＯ濃縮水受タンクを再利用していく。

 現状の増設計画の約４０万m3でH25年度上期中の貯蔵量は確保される。
 多核種除去装置処理水等を貯留できるよう、タンク設置が可能なエリアについて、

地質の適用性、移送ルート等に基づきタンク増設可否を検討し、更なるタンク増設
に係る詳細スケジュールを策定していく。

 なお、タンク設置にあたっては、森林伐採、敷地造成、タンク設置等で６ヶ月以上を
要するため、これらの設置に必要となる期間及び地下水流入量の変動を考慮して
スケジュールを策定するとともに、半期毎に増設計画を策定する。

 更なるタンク増設検討と並行して、地下水バイパス等による地下水流入抑制対策、
建屋滞留水の塩分濃度及び放射能濃度の低減による水処理量低減・循環ループ
縮小化をできるだけ早期に実現し、滞留水発生量を抑制・低減に努める。
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今後のタンク増設計画

４０万ｍ３以降のタンク増設に当たっては、新たな候補地として、敷地造成の容易なエリアから進めていく。

増設検討

第一ステップ
H8，G3エリア

第二ステップ
敷地造成の
容易なエリア

H27年度上期

増設計画
（タンク総量）

H26年度上期

総貯蔵量

現状計画
（タンク総量）

H26年度下期H24上 H25年度上期 H25年度下期H24年度下期

設置検討・設計

設置検討・設計

31.4万m3

タンク増設（期間は設置可能容量による）

20万m
3

★増設計画報告 ★増設計画報告 ★増設計画報告

設置場所により森林伐採、
造成期間は異なる

地下水バイパス、循環ループ縮
小、建屋止水状況等に応じて検討

★増設計画報告

30万m3
40万m

3
50万m3

約40万m3（H8，G3エリア：8万m3の増設（実際のインサービスはＨ２５．１から順次））

31.4万m
3 約40万m3

★増設計画報告

タンク増設（期間は設置可能容量による）

森林伐採・造成

★増設計画報告

今後、設置可能エリア選定

今後、さらなる増設詳細検討実施
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タンク設置位置
Gエリア

H1

H9

H6

H5

H3

D
E

H4

H2

水処理設備

Gタンク

セシウム吸着塔

保管施設

H8候補地

G3候補地

：設置済又は設置中

：地下貯槽追加地点

：地下貯槽設置予定

：増設候補地
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タンク増設の可能性

＜課題＞
○地質の適用性可否の調査
○移送管総延長が長い
○森林伐採が必要

離隔地であり地形・地質状況が
複雑であることや、瓦礫保管等、
他の目的での利用などの理由
により、タンク設置は困難

H８

G3

現在検討中増設可能エリア


